
1｡はじめに

計算機によるVISSRデ・-ﾀ評価方法について

E▼alttJitioiiMethod of TISSR Ihlta on the

　　　　Mission Cheek for Ｇ】SIS・3

　香　月　修　－＊

Syaichi l:atsiiki''

　ミッションチェックでのVISSR系評価において当初

ＧＭＳの時点では各種細かい評価に対応するプログラム

は整備されておらず, LBR画像，ＶＩＳＳＲ調整のための

プ1=zグラム馨により評価を行った。

　そして, GMS-2のミッションチェックよ々以下の目

釣のため，各種プログラムの開発を行ない，計算機処理

にてVISSR画像データの評価を容易にすることができ

た。

･（1）評価の正確化

　VISSR画像データは膨大な量であり，各種の平均，

分散等統計処理を行う場合，人間での手計算などによる

精度の問題，主観的判断の問題などある。よって精度の

向上及び，定性的評価から定量的評価によって評価の正

確化を可能とした。

（2）評価時間の短縮

　ＧＭＳでのミッションチェック時，評価に多くの時間

を費やし，次の日のスケジュールにも影響を残すような

事も発生しかねなかった。そこで，プログラムの整備に

より評価の能率向上を可能とした。

（3）評価データの保存性の向上

　評価したデータを残すのに計算結果や多くのリストを

必要としたが，プログラムの整備により最低限必要な評

価結果をリスト，Ｘ-Ｙブｇッター顛, FAX画像の形で

保存でき，分類も容易となった。又，特殊観測で取得さ

れたVISSR画像データに，プログラムで必要な情報を

４気象衛星センターシステム管理課, Meteorological

　Satellite Center

付加し通常観測と同じデータ形式とし，各種評価をしや

すい型で保存することをできるようになった。

　2.　ミッシ鯉ンチェック間違ファイル作成

me. 1ミッシ。ソチェック処理フｐ一図参照)

(1)･軌道及び姿勢予測ファイル作成

　VISSR画像を正しく取得する条件の一つとして，衛

星の軌道と姿勢が正確に予測されていることが必要であ

る。運用衛星に対しては，毎日更新される三点測距デー

タを用い軌道パラメータを決定し直し，同時に予測ファ

イルも書き直している。姿勢処理についても同様に，毎

日取得される姿勢センサーデータ及び，ランドマークデ

ータを使用し姿勢パラメータを決定し直し，予測ファイ

ルも更新してい４．しかし，ミッションチェック中は上

述の通常の場合と全く条件が異なり，三点測距データ，

姿勢センサ・データ及びランドマークデータが無い。そ

こでで，ＮＡＳＤＡで定期的に軌道及び姿勢パラメータを

決定し，このデータを初期値として軌道，姿勢予測処理

を行いファイルを作成する。

(2) S/DB運用情作成

　上記により作成された軌道予測ファイル，姿勢予測フ

ァイjレ及び, S/DB ・スケジュール・ファイルより，

VISSRデータ集信時にS/ＤＢで必要な運用情報を作成

する。そして，その観測に必要なβ角,ESC(Equatoriat

Scan Count)の情報を９ス1ヽ出力･しCDASへ送る。

（3）画像定数ファイル作成

　衛星からのVISSR画像データは, S/DBで利用Ｕや

すい画像データのフォーマットに変更されてＤＰＣに送

られてくる。そして, VISSR画像を基にＦＡＸ画像を
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はじめに，各プログラムから評価のために出力される, X-Yプロッター図，リスト出力の見方を説明

する。(Fig. ｎ: ＭＣＴＩＬＴ）と図の番号の後に，出力す

Ｘ-Ｙプロッター図に.出て,く.る縦軸，機軸のiｘタールを

グラム名を書くこととする。

ると

・IR BLOCK ＣＯＵＮＴ:衛星から送られて来るVISSRデータの順からのカウント値を示す。

・IR LINE ＮＯ.: 衛星から送e,れて未為ＶＩＳＲ ｙ－タ降つけ･られてl･｡ヽる赤外炉イフ番号を示す。

・IR PIXEL Ｎｏ･；赤外画像データのピ｡タ曳ル喬肴ｔ吊す。

・VIS PIXEL Ｎ０.:可視画像データのピタセル番号を示す。

・IR LEVEL: 赤外画像データの輝度値を示す。（0～256レベル）

・VIS LEVEL: 可視画像データの輝度値を示す。邨～64’レベル）

・VIS-1, VIS-2, VIS-3, VIS-4:可視チ,ャｙネル１ｆ・４を示す，1_

・PERCENT : o～100％を示す。

　　その他に｡ついては，各図ごとに説明する。図は87ページ以後にまとめて掲載する。

Fig. 1　ミッションチェック処理フl=z一図　衛星からの画像データに，各情報ファイルから作成さ

　れた画像パラメータを付加し，ミッショソチェックVISSR系評価を行う各プ･=zグラムを起動す

　る。

作成したり，海面温度，雲量分布，雲頂高度，風計算の　（5）画像パラメータファイル作成

処理を行うがその場合, VISSR画像データの赤外，　　　S/DB ・運用情報・･ファイルと画像定数ファイル及び

可視キャリブレーションや，座標変換に｡使用するデータ　　ＦＡＸ定義パラメータ・ファイルを使い観測時間ごとの

等が必要となる。そこで地上試験でのキャリプレーショ　　VISSR画像データの前のブl=･ック部分に挿入する画像

ｙデータ，フレーム中心等の情報を基に｡画像定数ファイ　　パラメータ・ファイルを作成する。

ルを作成する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）から（5）までの作成されたファイルにより衛星から特

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殊VISSR観測で取得されたVISSRデータにMCTILT
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の処理に｡より必要な情報が挿入され通常で観測された

VISSRデータと同じ形成になる。又，上記ファイルは

ミッションチェック評価作業実施中に変更すべきパ？メ

ータ等が発生した時点で更新していく。

　3．　ミッションチェック用プログラム概要

3-1.幾何学飛月評価プログラム（以後ＭＣＴＩＬＴと呼

　　ぷ（開発））

　MCTILTには，大まかに分け次の５つの処理を行う。

　（1）ライソ・コントi=･－ル・ワード（ＬＣＷ）データ付

加処理

　ミッションチ４．クを行う新しい衛星は，現運用衛星

で運用を行う冲で画像データ取得となるため，通常モー

ドでのデータ取得は，オンライン系計算機｀でプs=･グラム

等を入れ換えなけれぱ不可能である。そこで，ミヅショ

ンチ，ックでの画像取得モードは，待機衛星として，又

どのような状態のデータでも取得可態な特殊観測モード

で取得することになる。しかし，特殊VISSR観測で取

得されたVISSR画像データでは，各ラインごと挿入さ

れるライン・コントｐ－ル・ワードの中に設定されない

T●b1●1　ライソ・コントロール・ワード(LCW)

　の内容と定時VISSRモード，特殊VISSRモー

　ドにおける値･g）設定項目の違い。

繁一F

億世 LCWWlt
定時VISSR舞畿 #lkVISSR庸●

廓外 可楓 ●外 可視

１ データ着類 値セフト 値セット 櫨セット 値セ。ト

２ ライ;/番号 値セット 値セフト 一 -

３ 弧インID 億セ・ト 値セ7 1･ - 一

４ エラーラインフラダ 値セフト 値セット - 一

５ エラーメッセージ番号 値セット 値セット 一 -

６ モードェラーフラダ 値喩ｙｌ･ 値セット 一 -

７ 時刻(MJD)　‾着●ヅ1･7「 ･倫セット 値セット 一

８ 時刻<MJD) 値･1・1･ 値セフト 値セット 一

９ ベータ角 値セフト 値セ・ト 値セット 一

１０ 酉アースエッジ 値セット 値セット 値セット 一

１１ 東アースエッジ 値セフト 値セット 櫨セット 一

12～16 未使用 一 - 一 -

MCTILT　にて新たに設定する皆無（１２～１６ワード）

１２ スキｓ一雄･量 - 一 - -

１３ 粛酉ずれ補正量 - 一 - -

１４ 赤道走査ライン番号 - - 一 -

１５ E7KPLL ii一齢ﾝ1 一 - 一 -

１６ ステップコード 一 - 一 -

情報がある。(Table l 参照）ＭＣＴＩＬＴでは,設定され

ていない情報はもちろん，その’他に，12～16ワード目

に，スキ，一補正量，東西ずれ擁正量， 孝道走査線番号

(ESC),ビット及び, PLL (Phase Lock Loop) ac･ラー

カウント，ステヅプ・コードも散斑したライソ・コント

ロール・ワード部を作成し通常鵬測で取得された画像デ

ータと同じ形成とする。

　又. Fig. 2 VISSR データ履歴ファイルフォーマット

で示すように｡，画像データ部の前にパラメータ部があ

り，ここ｡で特殊観測モードと判定しているパラメータを

通常観測モードと書き変える必要もある。このため

MCTILTでは，前もって観測時間ごとに作成している

画像パラメータ累積ファイルから修正して挿入する処理

も行う。

　こりして特殊VISSR観測用磁気テープから，ミッシ

ョンφｚック作業をしやすい通常観測と同様の磁気テー

プが作成される。

　(2)センサー関係評価処理

　MCTILTでは，センサーの信号数を画像データを取

赤外データ v≪-iai

’データ

Ｊ
心

騨

讐搬データ部

可視-2CB

　　データ

警●ﾀﾞφ一タ鉢

●根-act

　　ダ４タ

パラメータ祁

赤外データ郭

可視データ部

最終プslｙタ剱

可構-3ra

　　データ

≪nil'4CB

　　データ

可視-401

　　データ

『。。。

醐il

一

標準

7ｙ４

予べ●

奉外データ

帥F2

一

顧準

7r<≫

予ぺS

　　　　Fl≫. 2　VIS§R データ履歴ファイルフォマット通

　　　　　常観測でのフォマット，特殊観測でぱＬＣ貧に各

　　　　　種ライン情報は，設定されない。
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(1)

LEVEL (i-1) <THRSH

い
く

　･AND　　LEVEL (i) >THRSH

i~l) >THRSH

　AND　　LEVEL (i) <THRSH

Ｕ）

↑ ↑

(2)

－－･･･---→･PIXEL (I)

東西撮ｎ囲十。暦詰ｒ讐・

×全撮像範囲ピクセル数

－82－

　　　　　　　　　×全集像範囲ライン数

　　ここで　地球画像撮像範囲＝17.4度

　　　　　　全集像範囲ピクセル数＝6688ピクセル

　　　　　　全撮像範囲ライソ数2500ライン

と固定値として，地球画像撮像ピクセル数とライン数

を，東西，南北の地球幅が一番広い所をアースエッジ情

報から高橋（1981）に示されたような処理方法で求め撮

像範囲を算出する。

　②スピンレート，リバースレート

　スピソレートは

南北撮像範囲地ｉ函奮励無闇数

(2)

LEVEL

得し，そのデータのバイト数によって，赤外(7884バイ

ト)，可視(10152バイト)データの判定を行う。又，赤

外，可視データの配列は，赤外データが取得された後，

連続して可視４チャンネル分のデータが取得されている

か確認する。とれらはMCTILTかり)のリスト出力のプ

ロッタ・ライソ・シーケソス・テーブル(Table 2参照)

により確認でき，もしあるチャこ／ネルが障害の場合の評

価もできる。

　(3)走査鏡関係評価処理

　MCTILTでは，走査鏡に関連して以下の様な評価を

行うことができる。

　①撮像範囲

　南北方向は，走査鏡が2500ステップし視野角にして20

度を，東西方向は，衛星の自転により約20度の範囲を撮

像する。

　MCTILTでは，次の式で撮像範囲を算出し評価する

(赤外画像のデータ;を基にする)。

Fig.「3’ニ。－テーショシチ。ックプｇグラムにおける評価の概要。’一のピクセル位置で閥値

　（レベル）を横切る（式t＼).式（2））判定を行う。

METEOROLOGICAL ＳＡＩ｀恥４ＩＴ琴μ聊IT胃輩ヽ'fj@x:hni;al､1!ims､1･fo. 11. MARCH 1985

LEVEL

１

THRSH
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　　スピート＝匹

で算出できる。走査線数は，通常2500ラインでそれにか

かったフレーム時間（走査時間）で割すこと臨よりスピ

ソレートが分かる。

　リバースレートは

　　リバースレート＝煙雙（ﾄﾞ1≡蝶

で１スピン当りの走査線数が算出できる。　スピンレー

ト，リバースレートは，ＭＣＴＩＬＴでリスト出力される

(Table 4 参照）

　同時に，ミラーのリトレース時間は。

　　リトレース時間＝コ:ｼﾞﾖｼﾞj91y-

の式によって算出される。

　③キャリブレーション･データの挿入ライン位置確認

　キャリブレーショソデータには，ステアケースとシャ

ッターデータがある。ステアケース輝度は，各チャンネ

ルに関するVISSR電子回路の特性を調べるためVISSR

電子回路内部で発生する0, 1, 2, 3, 4, 5ボルトの６

ステップの電圧によって形成される階段状の輝度データ

で通常VISSR走査ライｙの第４゛ライン目に挿入され

る。このためノーマルスキャンに入ると最初宇宙空間を

撮像し始めるためアースエッジ情報は取得できないがス

テアケースデータは輝度データとして取得されるためア

ースエッジとして確認される状態となる。

　又，シャッター輝度は. VISSRに取り付けてある黒

体シャッターを一時的にVISSRの視野角に挿入するこ

とにより得られ，通常３ライン目に挿入される。シャッ

ター輝度データもステアケースデータと同様アースエッ

ジデータとして確認される。

　ステアケースデータは, CDASから衛星向けコマｙ

ドを最初に打つことにより以後設定されるが，シャッタ

ーデータは，毎観測ごとにコマｙドにより設定され，挿

入されない観測，時間帯がある。

　以上の挿入ライン位置は, MCTILTのIRアースエ

ッシ・インフォメーション・リスト上にて確認できる。

(Table 3 参照）

　④部分走査撮像範囲評価

　台風，集中豪雨，豪雪等において，臨時に部分走査モ

ードにて観測することがある（マルチセグメｙト観測）。

。この撮像は，南北20度の範囲のうち任意の部分を任意

のライン数を選ぶことができ，撮像開始ライン位置まで

は，ラピットスキャンで行われる。

　範囲は，ミッションチエックであらかじめ決められ，

正しく撮像されたかどうかをMCTILTのＸ-Ｙプl=zッ

ター図，赤外アースエッジ情報間にて確認できる(Fig.

4参照)。又，部分走査画像地球北端情報図にて，撮像

開始点の時間，ライン位置，アースエッジ情報等を出力

し評価できる(Fig. 5参照)。

　⑤ミラーのリバース機構評価

　コマンドにより設定されたライン位置で，ミラーがリ

バースになること。又，ノーマルスキャン後，ラピット

リバースにより１ライン目に戻るかどうかをMCTILT

のブロヅク・ライソ・シーケソス・テーブルにより確認

できる。

　(4)画像歪関係評価処理

　MCTILTでは，地球画像の東西の中心線，南北の中

心線，東西幅，南北幅を高橋(1981)に示すように，ア

ースエッジ情報から求めＸ-Ｙプt=zッター澗に出力し各

種の評価ができる(Fig. 6, 7参照)。

　①画像の幾何学歪評価

　赤外画像のアースエッジを検出しヲイソ，ピクセル方

向に対応させプロットする。そして，東西の中心線は，

地球画像の北から南までの総ラインにおいて求められた

東西のアースヱッジから各ラインの中点を求め最小二乗

法により傾きを求める。南北の中心線は，地球画像を東

西方向に32の区間に分け各区間ごとの区間平均南北ライ

ンを求め，次の式により各区間ごとの中心ラインに重み

づけを行こ求める。この時，第１と第32区間の情報は信

頼性が薄いため用いないこととする。

　　　　　　　Σ(CNS。×(16.5-In-16.51)2

－83－

ＣＮＳＪ!＝≒,１

　　　　　　　Σ(16.5― In ―16.51)1

　　　　ＣＮＳ:南北中心ライン

　　　　フz: 東西に分けた区間（1～32）

又，南北中心幅は，南北両極付近の５ラインを用いて求

め，東西幅は，南北中心ラインに最も近いラインの地球

東西エッジの情報から求める。以上の情報をプロットヽし

幾何学歪を求める(Fig. 8参照）。

　②スピン軸方向変動評価

　衛星のスピン軸方向において変動があれば部分走査で

同じ地点，範囲を連続して撮像し，地球北端のライソ位

置をプi=zットし顕著なスピソ軸方向の変動がないことを

確認できる(Fig. 8参照）。

　（5）エラー関係評価

　ビットエラーカウントを同期のとれなかったマイナー

フレームの数を, PLLエラーカウントは. VISSRデー
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タ信号の収集のタイミｙダのずれをカウントする。カウ

ントの単位は. PLL ロック時に電圧制御発振器の周波

数を10.48MHzdOOrpm時）とすれば，常に｡1スピｙ

の期間に6289920個のタl=lヅクが得られ，これを単位ク

ロックでは約1μΓadとなる，そしてＰＬＬエラーでは，

2μΓad単位でずれをカウントする(Fig. 9,10参照）。

　以上のようにMCTILTは，ミッションチｓッタ評価

の基本的な役割をなすが，それだけでなくその結果を用

い，他の評価に｡利用する。

3-2.キャリブレーション試験用評価プログラム(以後

　　　ＭＣＨＳＴＧと呼ぶ(開発))

　VISSR画像データを有効に使うためには，輝度デー

タと温度，アルベド値との関係を把握する必要がある。

この赤外輝度値と温度値，可視輝度値とアルベド値の関

係は，地上試験で一応決定されている。しかし，宇宙空

間への衛星打ち上げ後. VISSR系内部の温度変化等に

より, VISSRの輝度データの品質を一定に保つことは

難かしくなるため運用中は赤外については随時，可視に

ついては５日ごとにキャリブレーション処理を行ない評

価する。しかし，ミッシ。ンチェック期間中に正確に，

赤外，可視４チャンネルのセンサ特性を把握するため，

このMCHSTGのプi=zグラムにより゛，太陽キャリブレ

ーション輝度，アルベド値，赤外・可視宇宙空間輝度

値，海面水温輝度，温度値，高輝度貫頂輝度値，赤外有

効シャッター温度値，赤外・可視スケアケース輝度値等

ヒストグラムでセンサーの特性，可視各チャンネルの感

度のぱらつき等を評価することができる。

　(1)ステアケースデータ評価

　ＭＣＴＩＬＴに｡て，ステアケース・データの挿入ライン

位置を確認した後, MCHSTGによってこの６ステップ

のデータのヒストグラムをＸ-Ｙプロッターに出力し，

0～5Vの各電圧に対応する輝度値から地上で行ったシ

，ミレーションの値と対比させ評価することができる

(Fig, 11, 12参照)。

　(2)可視キャリブレーションデータ評価

　可視のキャリブレーシａｙは，太陽キャリブレーショ

ンデータを使用することによって評価できる。太陽キャ

リブレーショｙデータはVISSRスキャンミラーに取り

付けてある横目プリズムにより, VISSR画面内に取り

入れられる太陽像で輝度は，アルベド値で約50％になる

よう設計されている。

　処理は，ＭＣＴＩＬＴにて，太陽キャリブレーションデ

ータが取得されていることを確認し(Fig. 13参照)，そ

のブロック，ピクセル位置を指定し, MCHSTGにより

Ｘ-Ｙプロッター図にヒストグラムを出力する。そして

各，可視チャンネルごとの輝度値とそれに対応するアル

ベド値を調べ評価できる(Fig. 14参照）。

　又，太陽キャリブレーションによりゲインの調整もで

きこの確認として. -6dB, OdB,＋3dB，＋6dBとゲイ

ｙを変化させ取得された太陽キャリブレーションデータ

の輝度値と電圧との関係式から各ゲインにおける各チャ

ンチルの電圧値をＸ-Ｙプロッター図に出力し, OdBを

基準とした各ゲイソの電圧の比を算出することで評価で

きる。

　（3）可視画像の濃淡歪の評価

　ここでは，輝度の高い部分と低い部分を調べ，センサ

ー感度のレスポンス，１～４チャンネルの感度のばらつ

きの評価を行うことができる。

　高い部分は, MCTILTを実行する時にアースエッジ

の閥値を55レペル以上に設定し, X-Yプロッター図で

可視のアースエッジ情報を出力すると高輝度な雲がプl=･

ットされる(Fig. 15参照）。そのプロットされた雲の

ブizック，ピクセル位置を指定しMCHSTGによりＸ-

Ｙプロッター図にヒストグラムを出力し高輝度な値がサ

チレーショソせずに取得出来ているか評価する(Fig. 16

参照）。

　次に低い輝度についてはMCTILTにて宇宙空間の場

所をブロッタ，ピクセル位置で指定し, MCHSTGによ

りＸ-Ｙプロッター図にヒストグラムを出力し低輝度な

値が取得出来ているか評価する(Fig. 17参照）。

　（4）赤外画像の濃淡歪の評価

　ここでは，取得した画像と地上での既知温度の部分の

表面温度を比較する。

　既知部分の温度差を，最初にグランドツルースの情報

のある海面で比較するため, MCTILTのＸ-Ｙプロッタ

ー図の赤外アースエッジ情報図(Fig. 7参照）とLBR

画像を使い雲のないオープン海面領域のブロック，ピク

セル位置を指定し, MCHSTGによりＸ-Ｙプロッター

図にヒストグラムを出力し画像データから０温度との差

を求め評価できる(Fig. 18参照）。

　次に，衛星内部の既知の温度と画像からの値から比較

する。

　キャリブレーション・シャッター・温度値は，黒体シ

ャッター温度，スキャナ温度を用いて算出する有効シャ

ッタ温度で. S/DBから取得したＨＫデータの各シャ

ッター温度，スキャナ温度と，画像データからの各シ

ャッター温度，スキャナ温度,と比較する。これは

ＭＣＴＩＬＴによってシャッターデータの挿入されている

ラインのヒストグラムをＭＣＨＳＴＧにより，Ｘ-Ｙプl=1
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ッター図に出力し温度差を求め評価できる･(Fig. 19参

照)。

3-3.ニューテーション評価プl=1グラム（以後MCSNGL

と呼ぶ（開発））

　VISSRは，衛星のスピンを利用して地球を走査して

おり, VISSRのミラーがステップする時にニューテー

シｌｙが起っているがその値は小さい。しかし，通常観

測で南端まで撮像後ラピ。ドリバースで北端までミラー

を戻す時に大きな＝。－テーションが発生し，減衰する

のに２～３分要するとされている。

　ニ，－テーションがあるかどうかの判断は，試験の方

法をシｙダルスキャンをある緯度で行ない評価するが，

その基準を計算機で確認するのは難しい。ミッションチ

，ックではラピッドスキャソ後に，南緯50度，北緯50

度，赤道付近と３ヶ所緯度の異なる所でシングルスキャ

ソモード撮像したＬＢＲ画像で大まかな判断ができる。

計算機では, LBR画像を参考に, VPAOOOで任意のラ

インの輝度グラフをリスト出力し，陸，雲等のエッジの

確認できる所のピタセル位置と，エッジ部の同値輝度を

設定する。MCSNGLでは，その輝度値を低い輝度（高

い輝度）から横ぎったピタセル位置をラインの増加と共

にプ12ットし,願著なゆらぎがないか評価できる。(Fig.

ｙ・ゴントロール・ワード，赤外・S/DB ・ドキａメ４

及び，輝度ヒストグラム，輝度グラフ等の各種情報をリ

スト出力し評価することができミッションチｓッタ用プ

ログラムの補助手段として有効なプログラムである。主

に，星走査モードにおいて星の位置確認，IR焦点調整

後のセンサー感度評価，シングルスキャンモードにおい

て判定する時の闇値レペル，ピクセル位置の確認等に使

用できる。このプログラムにおいて星走査モードでの星

の位置確認を例にすると，通常の地球画像観測の場合，

東西20度の範囲を撮像するが, 360度中の任意の20度を

選択し撮章できる機能を有している。

　この徽章範囲の変更は，太陽一地球角の視野角をコマ

ンドにより変更することで実行され衛星の姿勢もこれに

より評価できる。

　星観測では, LBR　で特定の星が撮像されたことを

確認し. LBR上で星のおおよそのライソ，ピクセル位

置を出す。 VPA000によりその位置を含む範囲の輝度ヒ

ストグラムをリスト出力し確認し(Table 5参照）星と

して輝度が高くなっている位置が予測とほぽ同じか評価

する。又，その星を含むラインの赤外・S/DB ・ ドキ。

メｙト・リストを出力し姿勢の評価の資料となる(Table

6参照）。

３参照)。又，この評価は，ラピットスキャソ後すぐに　3-6

シングルスキャンにて撮像に移るため，シングルスキャ

ンの開始，中間，終了の３ケ所で調べることにより，ラ

ピッドスキャｙ後に起こるニューテーションの減衰も調

べることができる(Fig. 20参照）。

３４．　ミッションチェックＦＡＸ作成用磁気テープ作成

処理プログラム（以後MCFAXと呼ぶ（開発））

　ミッションチ，ックで，赤外センサーと可視センサー

間の取り付け誤差による画像でのグリッドずれ，赤外，

可視濃淡によるセンサー感度の総合的判断などVISSR

画像データからＦＡＸ画像を作成し評価する項目があ

る。このプi=zグラムは. MCTILTで作成されたVISSR

データ（ＭＴ）より, FAXを作るためのＭＴを不必要

なラインを除いてナンバーリングする。通常ミラーステ

ップでノーマルスキャンの開始から終わりまでを取り出

し順次ラインナンバーをカウントアップして付けFAX

用の磁気テープを作成することができる。

3-5. VISSR調整のためのデータ処理プｇグラム（以後

　　　VPA000と呼ぶ（既存））

　このプl=2グラムは, VISSRデータ（ＭＴ）から，ライ

衛星のティルト量算出プログラム（以後TILTCL

と呼ぶ（既存））

　衛星の運動，姿勢を完全に把握することは内的，外的

要因も多く，衛星本体とVISSR系の２つの剛体の運動

が異ったり，燃料の残量によって変ったりするため非常

に難しい。

　このプi=zグラムでは, VISSR画像データから地球の

中心ライン走査時刻，アースエッジから求めたESC,

フレームのスキ，一値を１日分（８観測分）求め，衛星

のスピン軸が設計軸とどの程度ずれているかその大きさ

と方向を算出し評価できる。

　計算式を簡単に述べると，ティルト量（∂:ティルト

角の大きさ，y,:ティルト方向）は

9゛tａｎ‾1(ＥscijMぼ芸蒜180/π)

　　　ＥＳＣ平均×視野角×180/π
θ＝　　　　　　ｃｏｓ(９)

　SKEW平均：１日分の画像データから求めた平均

　　ＥＳＣ平均

で算出される。
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3-7. VISSRデータＩＰＣ表示プログラム(以後IMGDSP

　　　と呼ぶ(既存))

　今まで説明したプログラムでは，リスト. X-Yプロ

ッター等に評価結果を出力するが，このブログラムで

は, VISSR画像データを何ら加工せずにオリジナルの

ままＩＰＣに表示し拡大，輝度変調，位置確認等の機能

を持つ。主に分解能の評価，異常な現像が発生した場合

のライン，ピクセル位置等の確認などに利用できる。又

ミッショｙチｓッタでＦＡＸ作成の時にＦＡＸ画像の

確認にも使われる。

　このプログラムの使用例として衛星直下点の分解能の

確認を説明すると衛星直下点での分解能は,赤外5.0km,

可視1.25kmと，衛星高度，赤外，可視センサーの視

野角(ＦＯＶ)により決められている。しかし，分解能誤

差として各センサーの形状精度，第１，第２反射鏡アラ

イメント，温度変化，取り付け歪等の問題がある。又，

衛星直下点以外の地上での分解能は，地表面が平面でな

いだけに，中心がら緯度，経度共離れるにしたがって分

解能は悪くなる。この緯度，経度においての分解能の変

化は計算される6　ミッションチエックでは，衛星直下点

に島，河川など評価の対称となるものがないためHR-

FAX　及び, IMGDSPによりＩＰＣ表示から幾つかの

異なった緯経度の地点で，島，河川，湖沼等において衛

星直下点分解能とほぽ対応できる距離をもつ所が判定で

きるかどうかの評価に利用される。

4・　まとめ

　以上の開発，既存プi=zグラムを利用することにより，

計算機処理から各種のミッションチ，ッタ評価を行うこ

とが可能となった。又，評価作業の時間も短縮でき，評

価の幅も広げ，精度も向上することが可能となった。こ

れより評価を向上させるために，プログラムの改良，新

プログラムの開発等が必要であろう。又，後に｡各プログ

ラムから出力された，Ｘ-Ｙプｐ。ター図リストをまと

めて掲載する。

　　　　　　　　　参考文献

高橋（1981）:アースエッジ検出法によるVISSR画像･!〉

　位置合わせについて，気象衛星センター技術報告第３

　号，1981年３月．
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Figr.１２　MCHSTG 可視ステアケースキャリプレーショこ／図　可視ステアケースのＯ～５Ｖの各電

　圧値に対応する輝度値の１～４チャンネルの輝度レペルを示す。
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:Kg. １７ MCHSTG 可視宇宙空間輝度図　低い輝度を持つ宇宙空間の輝度レベルを示し，可視セ

　　ンサーの低輝度側の感度レスポンスと１～４チャンネルの感度のぱらつきについて評価できる。
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Fig. １８　MCHSTG 海面水温輝度図，指定した部分の海面水温の輝度値を示し，

　グランド，ツルースとの差を評価できる。
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Fisr.１９　MCHSTG 赤外シャッターキャリブレーション図　VISSR画像から得

　られる赤外キャリプレーシ。ンデータの輝度値を示し，衛星内部の各温度から

　求めた値との差を評価できる。
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Fig. ２０　MCSNGL ニューテーショソ評価図　縦軸にライン番号，横軸にピクセル番号を取り回

　の右左に各々西アースエッジ，東アースエッジにおいてのニューテーションの有無，図の中央に

　はある闇値を横切るデータにおいての＝。－テーショソの有無をプl=zットしたデータピクセル位

　置から評価できる。
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Table 5　VPAOOO 画像データの輝度表示リスト　星観測において，指定された星が正常

　に｡より表得されたかを，リスト上で輝度の違いにより表示させることができる。
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Table 6　VPAOOO 赤外・S/DB・ドキュメント・リスト　星の確認されたライン位置に

　おける，ライン情報を出力し，撮像時刻等から姿勢の評価の補助となる。
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